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	選考に際しては、公募により受賞候補者の推薦を求め、学識経験者等からなる本賞選考委員会にて厳正な審議・選考を行い、理事会にて受賞者を決定した。
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	５．委員会活動
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	Ⅲ　放射線の防護及び利用に関する調査研究
	１．ＩＣＲＰについて
	(1) ICRPの委員会構成
	国際放射線防護委員会は、主委員会と5つの専門委員会から構成されていたが、平成29年度（2017）に改組され主委員会と4つの専門委員会となった。それぞれの委員会の役割は次のとおりである。
	(2) 我が国からのICRP委員
	我が国は主委員会と専門委員会の全てに委員として参加している。令和元年度（2019）における我が国のICRP委員は次のとおりである。

	２．ＩＣＲＰ会合開催状況
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	（２）放影協開催講座（ICRPセミナー）の開催
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	Ⅳ　放射線業務従事者等の放射線被ばく線量等に
	関する情報の収集、登録及び管理
	１.　経常業務
	(1) 原子力登録管理制度に係る業務
	原子力事業者等から被ばく線量登録管理に関する各種登録申請を受付け、また、放射線業務従事者（以下「従事者」という。）の指定を解除した者の被ばく線量に係る放射線管理記録の引渡しを受け、これらを処理するとともに、さらに被ばく線量記録等の登録保管内容の照会に対する回答業務を行った。
	その登録等の概況は、第1表のとおりである。
	注）従事者（個人識別）の登録及び放射線管理手帳発行の登録の件数は、除染等業務従事者等のための登録を含む。
	①　従事者（個人識別）の登録及び放射線管理手帳発行の登録
	（原子力及び除染登録制度共通）
	②　原子力事業所における従事者指定の登録
	③　定期線量（年度線量）の登録
	④　従事者指定の解除及び原子炉等規制法に係る放射線管理記録の保存
	(国の指定を受けた放射線管理記録保存業務)
	⑤　従事者の被ばく線量記録に係る経歴照会に対する回答
	(2) 除染登録管理制度に係る業務
	除染登録管理制度は、当協会が運用主体となり、除染特別地域及び汚染状況重点調査地域で実施されている除染等業務、特定線量下業務及び事故由来廃棄物等処分業務を行う事業者が参加している。
	令和元年度（2019）は、除染等業務従事者に関する各種登録申請を受け付け、必要な処理を行った。事業者の制度参加及び登録等の概況は、以下の通りである。なお、中央登録番号取得のための従事者(個人識別)の登録及び放射線管理手帳発行の登録は、原子力登録管理制度と共通であり、両制度における合計件数は第1表に示した。
	除染登録管理制度への事業者の参加状況を第3表に、各種登録等の状況を第4表に示した。
	① 　事業場登録及び工事件名登録
	(3)　RI登録管理制度に係る業務
	(4) 国の指定を受けた放射線管理記録保存業務
	注）原子力、RI両登録管理制度の従事者で、原子力登録管理制度に
	引渡された11,009件の記録を含む。（第1表にも計上）
	第8表　記録引渡しの内訳
	（単位:件）
	注）複数の法令に基づく引渡し記録が含まれるため、各欄の合計が
	引渡し合計とはならない。
	②　従事者本人等からの記録の開示請求に対する対応
	(5) 国が実施又は国が関与する放射線疫学調査に対する登録情報の提供
	令和元年度（2019）は、国が実施又は国が関与する放射線疫学調査として、昨年度に引き続き、以下について登録データの提供を行った。
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	(5) 原子力業務従事者被ばく線量登録管理制度推進協議会の開催
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